
/ 18

はい
どちらとも

いえない
いいえ わからない ご意見

16 2 0 0 もう少し広いとさらに良いと思う。

14 2 0 2

15 2 0 1

18 0 0 0

16 2 0 0 職員の退職が頻繁にあり、その都度新しい職員
がはいってきますが、月数回の療育では子ども
の特性を知って慣れるまでに時間がかかるよう
に思います。
そして、子どもに合った療育を受けられるように
なって子どもも慣れてきた頃にまた退職されて
いきます…。

16 0 0 1

18 0 0 0

16 0 0 2

17 1 0 0

14 1 0 3

7 1 5 3 他の通ってる子と一緒にやる活動はあるし、始
めの頃は幼稚園に様子を見に行ってくださった
りしたので特に不安はないです。

18 0 0 0

18 0 0 0

10 4 1 1

18 0 0 0 子供で困ったことがあった時気軽に相談できま
す。

16 1 0 1

16 1 0 0

3 1 4 8

15 1 0 2

17 1 0 0

13 1 0 3

15 1 0 0

定期的に通信やホームページ・SNS等で、活動概要や行事予定、連絡体制等の情報

や業務に関する自己評価の結果をこどもや保護者に対して発信されていますか。

個人情報の取扱いに十分に留意されていると思いますか。

新聞をお送りしていますが、発行できていない月
がありますので、毎月発行できる体制を作りま
す。

細かな点で、改善できると考えており、話し合い
を行っています。今後、環境の中で改善していき
ます。

こどもや家族からの相談や申入れについて、対応の体制が整備されているととも

に、こどもや保護者に対してそのような場があることについて周知・説明され、相

談や申入れをした際に迅速かつ適切に対応されていますか。

こどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮がなされていると思います

か。

面談等の案内はお問い合わせの際や、契約の
際にお伝えしていますが、定期的な周知はおこ
なえていませんので、掲示や紙面で情報提供し
ます。

構造化のような配慮は行っていませんが、口頭
と文書の両方でお伝えするように心がけていま
す。子供とのコミュニケーションでは、その内容を
共有しています。

22

21

20

19

原則、支援計画に基づいて行っていますが、ご
不明点やズレが有ると感じられる場合はお知ら
せ下さい。

保

護

者

へ

の

説

明

等

12
事業所を利用する際に、運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な

説明がありましたか。

やや細かくなり、恐縮ですが、書面を説明してお
ります。

13 「児童発達支援計画」を示しながら、支援内容の説明がなされましたか。

原案、計画の両方で説明しています。文言で分
かりにくいところはお問い合わせ下さい。

14

事業所では、家族に対して家族支援プログラム(ペアレント・トレーニング等)や家

族等も参加できる研修会や情報提供の機会等が行われています

か。

情報提供が紙面になっていますので、今後閲覧
できる動画や茶話会等でのご案内を計画してい
ます。

15
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの健康や発達の状況について共

通理解ができていると思いますか。

17 事業所の職員から共感的に支援をされていると思いますか。

職員には研修や日々の共有で、個々人ごとの状
況に基づいた臨機応変な支援を指示していま
す。お気づきの点があれば、お知らせ下さい。

18

父母の会の活動の支援や、保護者会等の開催等により、保護者同士の交流の機会が

設けられるなど、家族への支援がされているか。また、きょうだい向けのイベント

の開催等により、きょうだい同士の交流の機会が設けられるなど、きょうだいへの

支援がされていますか。

先述の通り、機械創出がまだ出来ていないの
で、計画します。

ご相談のお問い合わせの際は電話、面談でお
伺いしております。加算算定する場合があります
が、ご遠慮なくお声がけ下さい。

16 定期的に、面談や子育てに関する助言等の支援が行われていますか。

計画更新時以外にも面談を行えますので、毎回
のフィードバック以外でもご相談下さい。

チェック項目 ご意見を踏まえた対応

適

切

な

支

援

の

提

供

5
こどものことを十分に理解し、こどもの特性等に応じた専門性のある支援が受けら

れていると思いますか。

職員の入れ替わりにつきましては、ご心配をお
かけして申し訳ありません。
教育手順の見直しと、情報共有の仕組みを作り
直しています。療育記録は常に引き継がれてい
るので、それが確実に生かされるように教育して
いきます。

6
事業所が公表している支援プログラムは、事業所の提供する支援内容と合っている

と思いますか 。

支援プログラムはてらぴぁぽけっと公式ページに
掲載されていますので、ご参照下さい。

7

こどものことを十分理解し、こどもと保護者のニーズや課題が客観的に分析された

上で、児童発達支援計画（個別支援計画）が作成されていると思

いますか。

計画書の作成の際に相談支援専門員が作成す
る利用計画を参照しています。ニーズや方針が
一致するように作成しています。

8

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべき

支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援 」で示す支援内容からこどもの

支援に必要な項目が適切に選択され、その上で、具体的な支援内容が設定されてい

ると思いますか。

10 事業所の活動プログラムが固定化されないよう工夫されていると思いますか。

個別課題は繰り返しが多いものがあります。ま
た、始まりの会やリズムウォークでは、目標設定
をしています。丁寧に専門的支援計画をご案内
していきます。

11
保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、その他地域で他のこどもと活動する

機会がありますか。

他の子どもとの活動機会を作ってはいません
が、ご意見でいただいた通り、通園先との連携を
行える場合がありますので、ご相談下さい。

移行支援、家族支援は計画書の目標の5つ中、
下部2つに記載しています。移行や家族支援に
ついては、新聞等で行える内容をお伝えしてい
きます。

9 児童発達支援計画に沿った支援が行われていると思いますか。

環

境

・

体

制

整

備

1 こどもの活動等のスペースが十分に確保されていると思いますか。

物品の整理を予定しています。使用するもの
や、時間の中で必要な物を選別して、スペース
を有効に使えるようにします。

2 職員の配置数は適切であると思いますか。

基準の配置を満たすものの、加配数としての配
置がまだ可能であることから、採用、教育を継続
しています。

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっていると思いますか。

また、事業所の設備等は、障害特性に応じて、バリアフリー化や

情報伝達等への配慮が適切になされていると思いますか。

個室一対一のセラピーの為、常設の環境設定は
最小限にしています。バリアフリーではあるもの
の、動きにくいところがあるため、改善検討中で
す。

4
生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっていると思いますか。また、こ

ども達の活動に合わせた空間となっていると思いますか。

毎日の清掃を行っています。こちらも物品を整頓
して、清掃しやすい状況を作っていきます。

公表日

利用児童数 38 回収数

保護者等からの事業所評価の集計結果

公表

事業所名 てらぴぁぽけっと板橋駅前教室

令和7年12月27日

（別紙４）



10 1 1 6

8 0 1 9

12 1 0 5

12 1 0 5

17 0 0 1

14 3 0 0 行きたくないと嫌がる日もありますが、お迎えに
行くと楽しかったと言う日が多いです。

17 1 0 0 先生の入れ替わりが多いので少し不安を感じる
所はありますが、いつも丁寧にご指導いただい
てありがとうございます。
講師の退職等での入れ替わりが多いのが不満
です。子どもの行き渋りに繋がっています。問題
があるのでしたら労働環境の是正を求めます。

事故等（怪我等を含む。）が発生した際に、事業所から速やかな連絡や事故が発生

した際の状況等について説明がされていると思いますか。

安全計画は保護者様にご協力いただく部分もあ
りますが、上記同様取り組みが共有されるよう改
善します。

事故発生の場合には、必ず連絡を行っていま
す。マニュアル等は研修で今後も改善し、その場
合は報告していきます。

事業所では、事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染

症対応マニュアル等が策定され、保護者に周知・説明されていますか。また、発生

を想定した訓練が実施されていますか。

事業所では、非常災害の発生に備え、定期的に避難、救出その他必要な訓練が行わ

れていますか。

各種マニュアルは相談室に設置がありますが、
もう少しわかりやすく、見えやすい形で周知でき
るように修正します。

避難訓練は年間の中で行っていますが、これま
で報告の場が限られていたこともあり、改善点の
一つです。

職員の入れ替わりにつきましては、ご心配をお
かけしまして、申し訳ありません。
安定化の為の規則の明確化。研修とOJTの義
務化など、教育手順の見直しを進めています。事業所の支援に満足していますか。

こどもは安心感をもって通所していますか 。

こどもは通所を楽しみにしていますか。

通所時の行動の変化がある場合、共有して、原
因推測すること。通所前後の様子を保護者様に
お伺いし、安心できる場所になるよう継続しま
す。

行きたくないな、という日もありますが、活動に参
加できないという日は基本ありません。ご同意が
あれば、写真や動画などで様子をお伝えするこ
とが出来ます。

事業所より、こどもの安全を確保するための計画について周知される等、安全の確

保が十分に行われた上で支援が行われていると思いますか 。

非

常

時

等

の

対

応

満

足

度
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令和7年12月27日

てらぴぁぽけっと板橋駅前教室
チェック項目 はい いいえ 工夫している点 課題や改善すべき点

1

利用定員が発達支援室等のスペースとの関係で適切であるか。 4 0 物を整頓して、安全に使えるように配慮し

ています。

発達支援室は問題ないが、エントランス部

分が狭いので、安全面から検討の余地があ

る。

2

利用定員やこどもの状態等に対して、職員の配置数は適切であるか。 3 0 少し少ないと感じることがありますが、職

員間で声をかけてできるだけ、保護者様の

不便がないようにつとめています

職員数が減っているので、増やしていって

ほしい

子供に対しての職員は揃っているが、利用

者様をおまたせしてしまう時があるので、

工夫が必要

3

生活空間は、こどもにわかりやすく構造化された環境になっているか。また、事

業所の設備等は、障害の特性に応じ、バリアフリー化や情報伝達等、環境上の配

慮が適切になされているか。

4 0 こどもに合わせたコミュニケーション方法

を考えています。

4

生活空間は、清潔で、心地よく過ごせる環境になっているか。また、こども達の

活動に合わせた空間となっているか。

4 0 清掃の手順が掲示されていて、それに沿っ

て行うことができる。

必ず、手順に従って、清掃している。マ

ニュアル動画もある。

5
必要に応じて、こどもが個別の部屋や場所を使用することが認められる環境に

なっているか 。

4 0

6

業務改善を進めるための PDCA サイクル(目標設定と振り返り)に、広く職員が

参画しているか。

3 0 終礼で振り返りしている 十分にできていないところがある。基準は

あるので、スケジュールの中で改善してい

く。

7
保護者向け評価表により、保護者等の意向等を把握する機会を設けており、その

内容を業務改善につなげているか。

4 0 年に一回行っている。

8

職員の意見等を把握する機会を設けており、その内容を業務改善につなげている

か。

4 0 職員会議を行えていないので、十分とは言

えないが、考えを話すことで折衝する場が

ある。

終礼で個人の様子を共有しています。

9

第三者による外部評価を行い、評価結果を業務改善につなげているか。 3 1 内部監査で本部から、年に一回基準遵守の

確認を受けている。

第三者ではないが、てらぴぁぽけっとの本

部で確認をしているとのこと。

10

職員の資質の向上を図るために、研修を受講する機会や法人内等で研修を開催す

る機会が確保されているか。

4 0 規則で定められており、参加している。

必ず研修に参加する。

セラピスト研修を全員受講しています。

11

適切に支援プログラムが作成、公表されているか 。 4 0 作成公表されているが、わかりにくいとい

う利用者からの回答があったので、周知方

法を検討。

12
個々のこどもに対してアセスメントを適切に行い、こどもと保護者のニーズや課

題を客観的に分析した上で、児童発達支援計画を作成しているか。

4 0 ファイルに纏められている。

13

児童発達支援計画を作成する際には、児童発達支援管理責任者だけでなく、こど

もの支援に関わる職員が共通理解の下で、こどもの最善の利益を考慮した検討が

行われているか。

4 0 十分な時間が取れているとは言えないが、

月のスケジュールの中で行っている。

14 児童発達支援計画が職員間に共有され、計画に沿った支援が行われているか。 4 0

15

こどもの適応行動の状況を、標準化されたツールを用いたフォーマルなアセスメ

ントや、日々の行動観察なども含むインフォーマルなアセスメントを使用する等

により確認しているか。

3 1 フォーマルアセスメント（発達検査記録な

ど）は外部で受けられたものを共有いただ

いた場合のみ。

16

児童発達支援計画には、児童発達支援ガイドラインの「児童発達支援の提供すべ

き支援」の「本人支援」、「家族支援」、「移行支援」及び「地域支援・地域連

携」のねらい及び支援内容も踏まえながら、こどもの支援に必要な項目が適切に

設定され、その上で、具体的な支援内容が設定されているか。

4 0 事業所でのインテークだけでなく、サービ

ス等利用計画を参照しながら作成してい

る。

17

活動プログラムの立案をチームで行っているか。 4 0 行っているプログラムの進み具合やこれか

らの目標について話しています。

18

活動プログラムが固定化しないよう工夫しているか。 4 0 飽きてしまわないように工夫しています。
タイムテーブル上では、同じだが、成長に
伴って目標が変わるため、毎回行っている
ことが固定化していることはない。記録か
ら固定可していることが確認できれば、達
成段階を変更するなどしている。

19
こどもの状況に応じて、個別活動と集団活動を適宜組み合わせて児童発達支援計

画を作成し、支援が行われているか。

4 0

20
支援開始前には職員間で必ず打合せを行い、その日行われる支援の内容や役割分

担について確認し、チームで連携して支援を行っているか。

4 0 朝礼を行っている。

21

支援終了後には、職員間で必ず打合せを行い、その日行われた支援の振り返りを

行い､気付いた点等を共有しているか。

4 0 気づきの共有を終礼で行っている。

時間が設けられている

その日の気付きを話しています

22

日々の支援に関して記録をとることを徹底し、支援の検証・改善につなげている

か。

4 0 必ず記録を取り、その読み書きの仕方は研

修を全員が受講している。

記録について、どのようにしたらいいか、

相談もしている

23
定期的にモニタリングを行い、児童発達支援計画の見直しの必要性を判断し、適

切な見直しを行っているか。

4 0

供

適
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改
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事業所における自己評価結果

公表

事業所名

（別紙５）



24
障害児相談支援事業所のサービス担当者会議や関係機関との会議に、そのこども

の状況をよく理解した者が参画しているか。

4 0 実施する場合は担当者か児発管が参画して

いる。

25

地域の保健、医療（主治医や協力医療機関等）、障害福祉、保育、教育等の関係

機関と連携して支援を行う体制を整えているか。

4 0 ご希望があれば、可能な方法で連絡、連携

を取り、家族支援ができるようにしてい

る。同法人の事業所と協働することもあ

る。

26

併行利用や移行に向けた支援を行うなど、インクルージョン推進の観点から支援

を行っているか。また、その際、保育所や認定こども園、幼稚園、特別支援学校

(幼稚部)等との間で、支援内容等の情報共有と相互理解を図っているか。

4 0 園からの依頼や就学時などに書面の記載が

必要な際は、主旨や保護者の意向などをお

伺いしたうえで協力している。

27

就学時の移行の際には、小学校や特別支援学校(小学部)との間で、支援内容等の

情報共有と相互理解を図っているか。

3 1 全てではないが、依頼があった場合は書面

記載や連絡、見学受け入れなどを行ってい

る。
（28～30は、センターのみ回答）

地域の他の児童発達支援センターや障害児通所支援事業所等と連携を図り、地域

全体の質の向上に資する取組等を行っているか。

29
質の向上を図るため、積極的に専門家や専門機関等から助言を受けたり、職員を

外部研修に参加させているか。

30
(自立支援)協議会こども部会や地域の子ども・子育て会議等へ積極的に参加して

いるか。

（31は、事業所のみ回答）

地域の児童発達支援センターとの連携を図り、必要に応じてスーパーバイズや助

言等を受ける機会を設けているか 。

2 2 北区児童発達支援センターが企画されてい

るものに参加したことがある。今後も予定

を調整して、参加していく。

今はまだありません

他職員が受けてきている

32

保育所や認定こども園、幼稚園等との交流や、地域の中で他のこどもと活動する

機会があるか。

0 3 事業所としての交流はないが、子供の学び

や困り事を解決するために、園などと連携

することがある。

33
日頃からこどもの状況を保護者と伝え合い、こどもの発達の状況や課題について

共通理解を持っているか。

4 0 通所時に必ず、お伝え、お伺いをしていま

す。

34

家族の対応力の向上を図る観点から、家族に対して家族支援プログラム(ペアレ

ント・トレーニング等)や家族等の参加できる研修の機

会や情報提供等を行っているか。

3 0 新聞としてお配りしている中に記載してい

る。ただし、保護者会など開いて、情報提

供や保護者同士のつながりを作っていきた

い。

35
運営規程、支援プログラム、利用者負担等について丁寧な説明を行っているか。 4 0 書面が多いが、必ずすべて説明している。

36

児童発達支援計画を作成する際には、こどもや保護者の意思の尊重、こどもの最

善の利益の優先考慮の観点を踏まえて、こどもや家族の意向を確認する機会を設

けているか 。

4 0 インテークや更新の面談で書面、口頭で

伺っている。

37
「児童発達支援計画」を示しながら支援内容の説明を行い、保護者から児童発達

支援計画の同意を得ているか。

4 0 原案、正案ともに説明している。

38

定期的に、家族等からの子育ての悩み等に対する相談に適切に応じ、面談や必要

な助言と支援を行っているか。

4 0 通所時や、更新面談時の他に、季節の変わ

り目にご相談いただくことがあり、調整し

ています。

39

父母の会の活動を支援することや、保護者会等を開催する等により、保護者同

士で交流する機会を設ける等の支援をしているか。また、きょうだい同士で交

流する機会を設ける等の支援をしている

か。

1 2 行えていないので、実施する。

必要だと話しているが、具体的にまだ取り

かかれていない

40

こどもや保護者からの相談や申入れについて、対応の体制を整備するとともに、

こどもや保護者に周知し、相談や申入れがあった場合に迅速かつ適切に対応して

いるか。

4 0 フィードバック時にお伺いした場合は、共

有したうえで回答してもらっている

可能な限り、回答を早くしているが、情報

をお伺いすることと、対応策のみに終始せ

ずに、療育課題の中で、子供の学習設計を

直すことによって、短期的な解決策のみに

ならないようにしている。

41

定期的に通信等を発行することや、HPやSNS等を活用することにより、活動概

要や行事予定、連絡体制等の情報をこどもや保護者に対して発信しているか。

4 0 公式LINEアカウントを使用している。

利用予定は今後クラウド化の予定。

42

個人情報の取扱いに十分留意しているか。 4 0 児童の個人情報については、研修を行った

うえで仕組みの修正が必要な部分がある。

職員への理解をまず作っていくことから始

めていく。

43

障害のあるこどもや保護者との意思の疎通や情報伝達のための配慮をしている

か。

4 0 子供に対しては、声を掛けるだけでなく、

反応を待つ。気づくことを複数名で行って

いる。保護者さまとは口頭だけでなく、文

字や掲示でのコミュニケーションを考慮し

ている。

44 事業所の行事に地域住民を招待する等、地域に開かれた事業運営を図っている

か。

1 2 外部との共同作業などは無いと思う

45

事故防止マニュアル、緊急時対応マニュアル、防犯マニュアル、感染症対応マ

ニュアル等を策定し、職員や家族等に周知するととも

に、発生を想定した訓練を実施しているか。

4 0 実施しているが、周知が間に合っていない

ので、周知方法、周知スペースなどを整え

る。

46

業務継続計画（BCP）を策定するとともに、非常災害の発生に備え、定期的に避

難、救出その他必要な訓練を行っているか。

4 0 机上訓練が多くなっているが、他事業所、

法人本部と連携して訓練を進めている。

47
事前に、服薬や予防接種、てんかん発作等のこどもの状況を確認しているか。 4 0 インテーク時に聞き取り。更新時に確認。

48
食物アレルギーのあるこどもについて、医師の指示書に基づく対応がされている

か。

4 0 食事を摂ることがないが、確認している。

49

安全計画を作成し、安全管理に必要な研修や訓練、その他必要な措置を講じる

等、安全管理が十分された中で支援が行われているか。

4 0 安全計画に基づいて、法人本部と研修を進

めているが、前述の通り、周知は改善が必

要。

50
こどもの安全確保に関して、家族等との連携が図られるよう、安全計画に基づく

取組内容について、家族等へ周知しているか 。

4 0

51

ヒヤリハットを事業所内で共有し、再発防止に向けた方策について検討をしてい

るか。

4 0 気づきの共有から、必要に応じて、ヒヤリ

ハットを記入させている。また、振り返り

を行っている。

52
虐待を防止するため、職員の研修機会を確保する等、適切な対応をしているか。 4 0 年に一回以上、研修を行う。委員会で管理

をしている。

53

どのような場合にやむを得ず身体拘束を行うかについて、組織的に決定し、こど

もや保護者に事前に十分に説明し了解を得た上で、児童発達支援計画に記載して

いるか。

4 0 身体拘束を行わないで、支援できる環境設

定を説明することから行っている。そのう

えで、必要な課題設定をして、進めなが

ら、環境設定を変更していくことで、日常

生活でも怪我の心配が無いように段階的に

計画している。
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令和7年12月27日

（対象者数） 38 （回答者数）

（対象者数） 6 （回答者数）

1

2

3

1

2

3

茶話会、保護者会など、保護者同士の集まりの
機会がないこと。

人員体制、および教育体制がまだ十分ではないと
言えます。
また、利用者様同士のプライバシーの課題もあり
ますので、法人内他事業所のノウハウの収集も
課題です。

職員体制や、法人内での協力。利用者様のニーズにつ
いては、事業所内だけでなく、相談支援事業所の意見
も伺ってみたいと考えています。また、園との連携もあ
るため、保護者と園の先生が同じ文脈で話せるような
テーマもあってよいかと考えています。

板橋区、豊島区の方からの認知が少ないこと。

板橋区にも豊島区にもてらぴぁぽけっとはあるの
ですが、徒歩圏内でも気づかれていない場合が
あります。他区では、行政資料等での掲載が無い
ため、近くでも探しにくいことがあるようです。

近くにあったことに気づいて、通所先を変更され
る方もおられるので、インターネットや、園、相談
支援事業所への周知を行っていくことで、認知し
ていただけるように周知活動を行っていきます。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等 改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

送迎がないこと。利用者様に送り迎えをお願いし
ています。

マンツーマンでの療育を行うため、送迎を行う人
員確保はできていません。東京都内ということも
あり、モノの確保の難しさがあります。

現在、希望の方には駐車券の配布を行っていること。
また、自転車は建物所有者から許可を得て、一階屋外
通路に停めることができます。JRや都営地下鉄とも近
いので、場所の周知も必要です。北区以外の方には周
知されにくい現状があります。

利用者さまとのコミュニケーションの機会が多い
こと。
これは送迎を保護者様に行っていただいているこ
ともありますが、対面で療育担当者が話ができる
機会があります。

フィードバックの時間は、他の利用者様をおまたせしな
いように、時間の目安を決めていること。ご相談は都度
伺いつつも、慎重な対応をするため、事後に共有してか
ら回答していることです。また、就学や通園等での相談
については、別途時間を調整しています。

フィードバック以外の相談の機会の充実です。
職員体制をある程度増やしていくことと、地域資
源や幼児期の育ちの理解を深める教育の機会も
作っていきます。また、茶話会などでの情報提供
の機会も作っていきたいです。

利用しやすい場所にあること。板橋駅から徒歩
1,2分程度の場所で、近隣は板橋区、豊島区とも
接しており、保育園、幼稚園も多い場所です。他
区の方にはあまり知られていないため、周知をし
ていきたいと考えています。

事業所新聞の作成を行っており、園や相談支援
事業所へ配布して、活動や療育そのものを知って
もらえる窓口にしています。

北区以外の板橋区、豊島区の施設にも周知を広
げて、地域で利用できる発達支援として知ってい
ただくことです。

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等 さらに充実を図るための取組等

個別の療育と研修制度によって、子供の日常生
活の中での困りごとが、どのような背景によって、
生じているのかを細かく確認することができるこ
と。

本部の療育研修は全員受講しています。
プログラムや課題の検討は児発管が行います
が、研修を受けて、理解しているからこそ、すぐに
課題やご移行の変化に対応できていると感じてい
ます。

利用者様にとって、よりわかりやすいものにしていくこと
だと考えています。できるだけ平易な言葉を使っていま
すが、実際の様子をご覧頂く機会は少ないので、何を
行っていて、それがどういう本人の成長につながるの
か。大人の関わり方について等。

○従業者評価有効回答数 4

○事業者向け自己評価表作成日 令和7年12月26日

○ 分析結果

○保護者評価実施期間 令和7年12月5日                                          ～                                       令和7年12月20日

○保護者評価有効回答数 18

○従業者評価実施期間 令和7年12月20日                                          ～                                         令和7年12月26日

（別紙３）

事業所における自己評価総括表

公表

○事業所名 てらぴぁぽけっと板橋駅前教室


